
・治山・林道工事コンクール表彰を行う・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
・入庁式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
・各署等のたより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
・年間行事等掲載予定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9
・新任者略歴紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

目　次

shikoku_soumu@maff.go.jp
H   P
E-mail

令和５年度　新規採用者

治山・林道工事コンクール表彰を行う治山・林道工事コンクール表彰を行う
【詳細は2頁】【詳細は2頁】

2023年
4月号
1237



2

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
局　

治
山
課
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
局　

森
林
整
備
課
〉

　

令
和
５
年
３
月
７
日
、
四
国
森
林
管
理

局
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
治
山
・
林
道

工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
に
完
成
し
た
工
事
を
対

象
に
、
４
つ
の
テ
ー
マ
（
コ
ス
ト
縮
減
、

技
術
提
案
、
環
境
配
慮
、
施
工
管
理
）
で

審
査
を
行
い
、
事
業
の
効
果
が
顕
著
で
あ

り
、
内
容
が
良
好
で
他
の
模
範
と
な
る
と

認
め
ら
れ
る
工
事
で
、
特
に
優
秀
な
も
の

を
林
野
庁
へ
推
薦
し
、
４
件
（
治
山
工
事

２
件
、
林
道
工
事
２
件
）
が
林
野
庁
長
官

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
10
件
（
治

山
工
事
５
件
、
林
道
工
事
５
件
）
が
、
四

国
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

林
野
庁
長
官
賞
の
表
彰
式
は
、
２
月
16

日
に
林
野
庁
に
お
い
て
行
わ
れ
、
３
年
振

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
功
績
を
た
た
え
、

長
年
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
引
き
続
き
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
の

趣
旨
に
則
り
、
よ
り
一
層
優
良
で
模
範
と

な
る
工
事
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
林
野
庁
長
官
賞
（
敬
称
略
）

○
宝
蔵
山
（
２
１
２
０
）
復
旧
治
山
工
事

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

魚
梁
瀬
産
業
有
限
会
社

　

代
表
取
締
役　

五
百
藏　

浩
二

○
雁
巻
山
（
２
０
３
１
）
復
旧
治
山
工
事

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

湯
浅
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

湯
浅　

雅
喜

○
掃
地
山
林
道
改
良
工
事

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
ダ
イ
リ
ン

　

代
表
取
締
役　

有
田　

将
也

○
亀
谷
林
道
災
害
復
旧
工
事

　

魚
梁
瀬
産
業
有
限
会
社

　

代
表
取
締
役　

五
百
藏　

浩
二

◆
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
（
敬
称
略
）

【
工
事
表
彰
】

表彰式の模様

○
祖
谷
川
地
区
麦
生
土
（
上
）
地
す
べ
り

防
止
工
事

　

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
山
全

　

代
表
取
締
役　

牛
尾　

正
治

○
笹
郷
山
（
２
０
１
５
）
復
旧
治
山
工
事

　

《
愛
媛
森
林
管
理
署
発
注
》

　

一
若
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

中
畑　

健
右

○
伊
豆
ケ
谷
山
（
２
０
５
３
）
復
旧
治
山

工
事

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
十
和
建
設

　

代
表
取
締
役　

松
下　

充
宏

受賞された皆様
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○
大
森
山
（
１
２
０
２
）
復
旧
治
山
工
事

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
大
塚
建
設
工
業
所

　

代
表
取
締
役　

大
塚　

敦
士

○
麦
生
土
（
23
）
復
旧
治
山
工
事

　

《
高
知
中
部
森
林
管
理
署
発
注
》

　

片
田
丸
吉
建
設
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

山
﨑　

秀
治

○
祖
谷
山
林
道
笹
谷
線
改
良
工
事

　

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
上
西
組

　

代
表
取
締
役　

上
西　

光
男

○
一
の
谷
林
道
改
良
工
事

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
井
原
組

　

代
表
取
締
役　

井
原　

貴
仁

○
玖
木
山
林
道
災
害
復
旧
工
事

　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
黒
尊
建
設

　

代
表
取
締
役　

石
川　

香
里

○
長
滝
林
業
専
用
道
新
設
工
事

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

竹
崎
・
藤
原
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

福
吉　

博
幸

○
雁
巻
林
道
災
害
復
旧
工
事

　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》

　

湯
浅
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

湯
浅　

雅
喜

【
技
術
者
表
彰
】

○
宝
蔵
山
（
２
１
２
０
）
復
旧
治
山
工
事

　

現
場
代
理
人

　

主
任
技
術
者　

森
田　

武

　

（
魚
梁
瀬
産
業
有
限
会
社
）

　

監
督
職
員　

川
口　

慎
弥

　

（
安
芸
森
林
管
理
署
）

○
雁
巻
山
（
２
０
３
１
）
復
旧
治
山
工
事

　

現
場
代
理
人　

山
﨑　

和
幸

　

主
任
技
術
者　

坂
本　

誠

　

（
湯
浅
建
設
株
式
会
社
）

　

監
督
職
員　

川
口　

慎
弥

　

（
安
芸
森
林
管
理
署
）

○
掃
地
山
林
道
改
良
工
事

　

現
場
代
理
人

　

主
任
技
術
者　

林　

章
弘

　

（
株
式
会
社　

ダ
イ
リ
ン
）

　

監
督
職
員　

 
東
野　

信
幸

　

（
四
国
森
林
管
理
局
）

○
亀
谷
林
道
災
害
復
旧
工
事

　

現
場
代
理
人　

五
百
藏　

文
太

　

主
任
技
術
者　

渡
辺　

直
樹

　

（
魚
梁
瀬
産
業
有
限
会
社
）

　

監
督
職
員　

 

西
山　

秀
男

　

（
安
芸
森
林
管
理
署
）

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後
と
も
、

国
民
の
要
請
に
応
え
う
る
適
切
な
森
林
の

整
備
・
管
理
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
工

事
施
工
者
と
も
連
携
し
、
適
切
な
施
工
管

理
、
コ
ス
ト
縮
減
、
環
境
へ
の
配
慮
、
創

意
工
夫
を
行
い
、
公
共
事
業
の
品
質
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

林野庁長官賞受賞工事（掃地山林道改良工事）

林野庁長官賞受賞工事（宝蔵山（2120）復旧治山工事）林野庁長官賞受賞工事（雁巻山（2031）復旧治山工事）

林野庁長官賞受賞工事（亀谷林道災害復旧工事）
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4

入
庁
式

〈
局
総
務
課
〉

　

４
月
３
日
、
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管

理
局
新
規
採
用
者
14
名
の
入
庁
式
を
局
議

室
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

遠
藤
順
也
四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
、

新
規
採
用
者
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、
入
庁

者
を
代
表
し
て
嶺
北
森
林
管
理
署
に
配
属

と
な
っ
た
池
森
加
奈
恵
さ
ん
が
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。

　

局
長
か
ら
は
、
入
庁
式
に
出
席
し
た
14

名
に
、「
入
庁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
職
場
で
こ
れ
か
ら
携
わ
っ
て
い
く

仕
事
に
つ
い
て
、
夢
や
希
望
を
抱
い
て
い

る
一
方
、
不
安
や
緊
張
も
感
じ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

国
有
林
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
木
材
の
安
定
供
給
、
技
術
開
発
、
民

有
林
サ
イ
ド
も
含
め
た
人
材
育
成
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
林
業
・

木
材
産
業
を
持
続
可
能
と
し
、
更
に
成
長

産
業
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
山
村
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
森
林
は
、
手
入
れ
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
国
土
保
全
機
能
や
水
源
か
ん
養

機
能
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
十
分
に
発
揮

で
き
ず
、
山
崩
れ
な
ど
山
地
災
害
を
発
生

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
国
有
林
を
し
っ
か
り
と
整
備
・
管
理

し
、
ま
た
、
民
有
林
を
含
め
た
治
山
事

業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
森
林
を
守
る
こ
と

で
、
国
民
が
安
全
安
心
で
豊
か
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
大
き
な
使
命
を
常
に
念
頭
に

置
い
て
仕
事
に
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
国

家
公
務
員
で
あ
り
、
国
民
か
ら
の
厳
し
い

目
が
常
に
注
が
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
公
務
員
と
し
て
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

先
輩
職
員
が
対
処
法
や
妙
案
を
提
示
し

て
く
れ
ま
す
の
で
、
仕
事
で
分
か
ら
な
い

こ
と
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
一
人

で
は
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

若
い
感
性
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
先
輩
職

員
を
刺
激
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
日
か
ら
、
国
有
林
を
担
っ
て
い
く
職

員
と
し
て
、
誇
り
と
意
欲
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
林
野
庁
の
職
員
と
し
て
配

属
さ
れ
た
部
署
で
、
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

入
庁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
紙
写
真
前
列
右
側
か
ら

　

日
野
壮
一
郎
さ
ん
（
愛
媛
署
）

　

多
賀　

翔
映
さ
ん
（
四
万
十
署
）

　

小
原　

英
明
さ
ん
（
高
知
中
部
署
）

　

猪
野
こ
の
み
さ
ん
（
森
林
整
備
課
）

　

池
森
加
奈
恵
さ
ん
（
嶺
北
署
）

　

遠
藤　

順
也
局
長

　

河
野　

橘
平
さ
ん
（
愛
媛
署
）

　

小
林　

風
賀
さ
ん
（
安
芸
署
）

　

薗
畠　

敏
弘
さ
ん
（
徳
島
署
）

　

村
上　

烈
士
さ
ん
（
安
芸
署
）

　

山
内　

爽
平
さ
ん
（
四
万
十
署
）

後
列
右
側
か
ら

　

増
原　

俊
光
総
務
課
長

　

田
之
島　

博
明
総
務
企
画
部
長

　

中
越　
　

薫
さ
ん
（
経
理
課
）

　

井
上　

琢
也
さ
ん
（
保
全
課
）

　

服
部　

佐
和
さ
ん
（
治
山
課
）

  

前
田　

悠
介
さ
ん
（
総
務
課
）

　

島
内　

厚
実
業
務
管
理
官

　

近
藤　

匡
計
画
保
全
部
長

グリーン四国№ 1237



5

さ
ぬ
き
の
山
で

　
現
地
検
討
会
を
開
催

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

２
月
27
日
、
香
川
森
林
管
理
事
務
所
管

内
の
樫
原
国
有
林
44
林
班
に
お
い
て
、
現

地
検
討
会
『「
さ
ぬ
き
の
山
」
列
状
間
伐
の

実
施
と
林
況
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
香
川

県
や
市
町
、
森
林
組
合
な
ど
か
ら
約
20
名
、

四
国
森
林
管
理
局
か
ら
資
源
活
用
課
の
企

画
官
を
は
じ
め
４
名
、
当
所
か
ら
７
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
検
討
会
は
、
列
状
間
伐
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の

で
、
列
状
間
伐
実
施
後
１
年
、
４
年
、
12

年
が
経
過
し
た
間
伐
箇
所
を
実
際
に
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

5
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間伐実施状況の説明

間伐後１年目箇所での林況説明

活発なご意見ありがとうございます

間伐後４年目の箇所での林況説明

　

は
じ
め
に
、
香
川
所
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

当
所
管
内
で
の
列
状
間
伐
の
実
施
状
況
や

列
状
間
伐
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
説
明
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
間
伐
実
施
後
１
年
が
経
過

し
た
現
地
に
向
か
い
、
林
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
事
業
概
要
、
列
状
間
伐
を
す
る
上
で

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
事
例

に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
現
地
で
実
際
に
林
況
を
見
る
こ
と
で
、

列
状
間
伐
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
頂
け

た
よ
う
で
、
事
業
の
発
注
方
法
や
伐
採
列
の

取
り
方
等
、
様
々
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
間
伐
実
施
後
４
年
が
経
過
し
た

箇
所
に
移
動
し
、
林
況
等
の
説
明
を
行
い
、

樹
冠
や
下
層
植
生
が
、
１
年
目
と
比
べ
て

変
化
し
て
き
た
様
子
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
資
料
を
用
い
て
間
伐
実
施
後
12

年
が
経
過
し
た
箇
所
を
説
明
し
、
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
森

林
作
業
道
や
高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
た

作
業
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
質
問
な
ど
、
列

状
間
伐
だ
け
で
な
く
、
事
業
全
般
に
つ
い

て
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
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国
有
林
で
高
知
県
林
業
大
学

校
生
が
植
付
実
習

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

２
月
28
日
、
管
内
の
国
有
林
に
て
、
高

知
県
林
業
大
学
校
基
礎
課
程
の
学
生
18
名

を
対
象
に
し
た
現
地
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
四
国
森
林
管
理
局
・
高
知
中
部
森
林

管
理
署
か
ら
も
16
名
が
参
加
し
、
総
勢
34

名
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
実
習
は
造
林
事
業
の
一
連
の
流
れ

に
沿
っ
て
行
っ
て
お
り
、
下
刈
（
６
月
）・

地
拵
え
（
11
月
）
に
続
い
て
の
実
習
で
、

今
回
は
ス
ギ
裸
苗
３
０
０
本
の
植
付
を
メ

イ
ン
に
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
猪
野
々
山
国
有
林
９
林
班
へ
集

合
し
た
後
、
吉
良
康
署
長
か
ら
「
生
産
事

業
は
高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
等
機
械
化

が
進
ん
で
い
る
が
、
造
林
事
業
は
ま
だ
ま

だ
人
の
手
で
作
業
し
て
い
く
こ
と
が
主
で

あ
る
。
そ
の
造
林
事
業
を
実
際
に
経
験
し
、

感
じ
る
こ
と
で
今
後
に
繋
げ
て
欲
し
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
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川
村
栄
二
野
生
鳥
獣
対
策
官
か
ら
作
業

の
流
れ
や
安
全
対
策
の
説
明
を
し
た
後
、

４
班
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
シ
カ
防
護

ネ
ッ
ト
内
の
植
付
方
法
、
単
木
保
護
資
材

の
設
置
に
つ
い
て
職
員
か
ら
説
明
を
受
け

作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

単
木
保
護
資
材
の
設
置
箇
所
は
特
に
傾

斜
が
き
つ
く
、
石
が
多
く
点
在
す
る
場
所

で
し
た
が
、
学
生
は
仕
様
書
な
ど
も
確
認

し
な
が
ら
支
柱
を
立
て
た
り
、
蛇じ
ゃ
ば
ら腹
式

ご参加頂いた皆様、ありがとうございました

　

こ
の
現
地
検
討
会
を
通
し
て
、
参
加
者

か
ら
は
、
是
非
今
後
は
列
状
間
伐
を
実
施

し
推
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
声
を
多
数

頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
や
意
見
等
を

参
考
に
、
当
所
で
は
今
後
も
各
種
現
地
検

討
会
の
開
催
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
楠
瀬
記
者
】

チ
ュ
ー
ブ
を
か
ぶ
せ
る
の
に
苦
戦
し
つ
つ

も
作
業
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
昨
年
度
の
実
習
で
植
付
し

て
い
た
箇
所
の
補
植
を
行
い
ま
し
た
。
ネ
ッ

ト
内
は
シ
カ
が
入
っ
た
影
響
で
食
害
を
多

く
受
け
て
お
り
、
当
署
職
員
が
枝
葉
を
食

わ
れ
た
幼
齢
木
を
手
に
取
り
、
補
植
の
必

要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

実
習
終
了
後
、
局
技
術
普
及
課
宮
崎
隆

太
企
画
官
か
ら
「
人
の
手
で
行
う
こ
と
が

多
い
造
林
作
業
は
人
の
心
が
入
る
。
こ
れ

か
ら
も
丁
寧
な
作
業
を
心
が
け
て
ほ
し

い
」
と
林
業
労
働
者
育
成
の
観
点
か
ら
の

お
願
い
を
し
て
、
実
習
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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ドローン映像の説明

治山工事実施箇所の見学
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モ
リ
の
見
学
会

　（
in
馬
路
）
の
開
催

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

３
月
16
日
、
モ
リ
の
見
学
会
（
in
馬
路
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
見
学
会
は
、
馬
路
村
の
林
務
担
当
職

員
と
安
芸
森
林
管
理
署
職
員
が
、
森
林
・
林

業
の
基
礎
に
関
す
る
勉
強
や
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
で
、
担
当
レ
ベ
ル
で
顔
の
見
え
る

関
係
を
つ
く
り
、
緊
密
か
つ
継
続
的
に
連
携

す
る
体
制
を
構
築
す
る
き
っ
か
け
を
創
出

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
た
取
組
で
、
馬
路

村
の
林
務
担
当
者
１
名
の
ほ
か
、
署
か
ら
若

手
職
員
を
中
心
に
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
馬
路
森
林
事
務
所
に
お
い
て

自
己
紹
介
を
兼
ね
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
そ
の
後
、
朝
日
出
山
国
有
林

２
２
０
１
林
班
に
お
い
て
治
山
工
事
（
谷

止
工
）
実
施
箇
所
を
、
西
谷
山
１
０
１
１

林
班
に
お
い
て
保
育
間
伐
【
活
用
型
】
実

施
箇
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

治
山
工
事
実
施
箇
所
で
は
、
治
山
事
業

に
つ
い
て
の
基
礎
、
工
事
を
す
る
に
至
っ

た
経
緯
、
そ
し
て
工
事
の
主
な
流
れ
に
つ

い
て
治
山
技
術
官
（
魚
梁
瀬
治
山
事
業
所
）

か
ら
説
明
が
あ
り
、「
治
山
事
業
な
の
に
造

林
的
手
段
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
」「
木
製
残

存
型
枠
を
取
り
入
れ
る
と
ど
れ
だ
け
金
額

が
増
え
る
の
か
」
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な

質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

保育間伐【活用型】実施箇所の見学

意見交換の様子

　

保
育
間
伐
【
活
用
型
】
実
施
箇
所
で
は
、

搬
出
間
伐
に
つ
い
て
の
基
礎
、
列
状
間
伐

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
な
ど

に
つ
い
て
、
地
域
統
括
森
林
官
（
魚
梁
瀬
・

西
川
森
林
事
務
所
）
か
ら
説
明
が
あ
り
、「
列

状
間
伐
の
伐
採
列
幅
は
何
メ
ー
ト
ル
か
」

「
車
両
系
集
材
と
架
線
集
材
の
見
極
め
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
」
な
ど
の
質
問

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

馬
路
森
林
事
務
所
へ
戻
っ
た
後
、
森
林

官
の
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
つ
い
て
森
林

官
（
馬
路
森
林
事
務
所
）
か
ら
説
明
を
行
っ

た
後
、
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
森
林
官
が
事
業
計
画

検
討
の
た
め
に
４
～
５
回
も
現
地
踏
査
を

行
う
の
に
は
驚
い
た
」「
森
林
・
林
業
の
知

識
や
経
験
が
浅
い
ま
ま
業
務
を
行
っ
て
き

た
の
で
、
こ
う
し
た
現
場
を
見
ら
れ
る
機

会
が
あ
る
の
は
有
難
い
」「
今
後
も
な
ん
ら

か
の
形
で
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
見
学
会
は
当
署
に
お
い
て
初
め
て
の

取
組
で
し
た
が
、
参
加
者
同
士
が
密
に
集

ま
っ
て
講
師
の
話
を
聞
き
、
質
問
す
る
様

子
が
印
象
的
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
な
か
な

か
で
き
な
か
っ
た
交
流
が
よ
う
や
く
実
現

で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

馬
路
村
を
は
じ
め
多
く
の
市
町
村
で
は
限

ら
れ
た
職
員
数
の
中
、
多
岐
に
わ
た
る
業

務
内
容
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環

境
に
あ
り
、
国
有
林
側
が
保
有
し
て
い
る

情
報
や
技
術
、
経
験
を
自
治
体
へ
提
供
す

る
機
会
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
担
当

同
士
で
情
報
交
換
し
や
す
い
関
係
を
築

き
、
流
域
全
体
の
森
林
・
林
業
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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高
知
県
西
部
の
小
学
校
で

　 
森
林
環
境
教
育
を
実
施

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

１
月
24
日
に
四
万
十
市
立
大
用
小
学
校

の
全
校
児
童
26
名
、
１
月
31
日
に
宿
毛
市

立
橋
上
小
学
校
の
全
校
児
童
11
名
、
２
月

７
日
に
四
万
十
市
立
中
村
小
学
校
の
１
年

生
41
名
、
２
月
20
日
に
、
大
月
町
立
大
月

小
学
校
の
２
年
生
18
名
、
２
月
28
日
に
黒

潮
町
立
上
川
口
小
学
校
の
１
～
４
年
生
計

32
名
、
以
上
５
校
の
１
２
８
名
を
対
象
に

し
た
森
林
環
境
教
育
（
森
林
・
木
工
教
室
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
用
小
と
中
村
小
で
は
、
自
然
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
絵
本
を
使
っ
て
樹
木
の
冬
芽
が
春

の
芽
吹
き
に
備
え
て
前
の
年
か
ら
芽
葉
っ

ぱ
と
花
の
赤
ち
ゃ
ん
を
準
備
し
て
い
る
様

子
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
樹
木
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、「
庭
に
は
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
が
あ

り
、
四
季
に
よ
る
変
化
や
生
息
し
て
い
る

虫
な
ど
と
そ
れ
を
目
的
に
い
ろ
い
ろ
な
鳥

が
や
っ
て
来
る
の
で
、
通
学
路
や
運
動
場

か
ら
日
々
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

　

橋
上
小
と
上
川
口
小
で
は
近
畿
中
国
森

林
管
理
局
作
成
の
「
雨あ
ま
み
ず水
の
ぼ
う
け
ん
」

と
い
う
教
材
を
使
い
森
林
の
保
水
力
や
水

の
浄
化
作
用
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
村
小
と
大
月
小
で
は
、
地
域

で
の
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
高
知
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

製作の様子（橋上小）

ふゆめがっしょうだんの絵本のお話の様子（大用小）

うみのこども、村上さんのお話の様子（中村小）

製作の様子（大月小）

動
推
進
グ
ル
ー
プ
の
「
う
み
の
こ
ど
も
」

と
連
携
し
て
実
施
し
て
お
り
、
う
み
の
こ

ど
も
の
村
上
さ
ん
か
ら
、
森
林
が
地
球
温

暖
化
を
防
ぐ
た
め
ど
ん
な
働
き
を
し
て
い

る
か
、
森
林
が
呼
吸
の
時
に
二
酸
化
炭
素

を
吸
い
酸
素
を
出
し
て
く
れ
る
大
事
な
働

き
が
あ
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
希
望
で

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
題
材
の
木
工
ク
ラ
フ

ト
作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

作
り
方
な
ど
の
注
意
点
等
を
説
明
し
た

後
、
製
作
見
本
を
参
考
に
、
ヒ
ノ
キ
の
板

を
切
り
抜
い
た
も
の
に
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー

で
自
由
に
着
色
し
、
い
ろ
い
ろ
な
材
料
で

飾
り
つ
け
し
て
、
ヒ
ノ
キ
の
角
材
の
台

座
に
貼
り
付
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
台

座
に
貼
り
付
け
る
以
外
に
ス
ギ
板
に
貼
り

付
け
て
立
体
的
に
見
え
る
壁
掛
け
に
し
た

り
、
ス
ギ
板
に
貼
り
付
け
た
後
、
飾
り
を

増
や
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
ア
レ
ン
ジ
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

材
料
は
形
も
下
絵
も
全
く
同
じ
も
の
で

す
が
、
児
童
の
自
由
な
発
想
で
変
化
が
加

わ
り
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
が
次
々
と

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

上
川
口
小
３
、
４
年
生
は
、
３
年
の
図

工
の
教
科
に
ク
ギ
を
使
っ
た
工
作
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
ノ
コ
ギ
リ
、
ト
ン
カ
チ
、
ク

ギ
を
使
用
し
た
工
作
と
い
う
こ
と
で
、
ミ

ズ
メ
の
小
径
木
な
ど
を
ノ
コ
ギ
リ
で
切
断

し
、
小
箱
を
作
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

「
ハ
ッ
ピ
ー
小
箱
作
り
」
と
題
し
て
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
木
の
中

で
も
代
表
的
な
ヒ
ノ
キ
の
ム
ク
板
を
、
ト

ン
カ
チ
で
釘
打
ち
し
て
小
箱
を
完
成
さ
せ



グリーン四国№ 1237

9

ノコギリ挽き体験の様子（上川口小）

作品完成したよ

行　　　事　　　名行　　　事　　　名 担 当 部 署担 当 部 署 予　定　時　期予　定　時　期

春期「緑の募金」 局技術普及課 街頭募金（4 月 16 日）募金期間（5 月末まで）

梼原令和の森林づくり（植樹祭） 四万十森林管理署 5 月中旬

三嶺の森の再生を目指したボランティア活動 高知中部森林管理署 6 月中旬

国有林モニター勉強会（第 3 回） 局企画調整課 6 月中旬

災害時情報収集演習 徳島森林管理署 6 月下旬

石鎚山お山開き 愛媛森林管理署 7 月初旬

シラクチカズラの植樹祭 徳島森林管理署 7 月頃

秋期「緑の募金」 局技術普及課 9 月 1 日から 10 月 31 日

久万林業まつり 愛媛森林管理署 10 月中旬

もくもくエコランド 2023 局技術普及課 10 月下旬

国有林モニター勉強会（第 4 回） 局企画調整課 11 月中旬

山もりフェス 四万十森林管理署 11 月中旬

治山事業における ICT 施行技術検討会 安芸森林管理署 11 月中旬

国有林モニター募集 局企画調整課 1 月頃

四国森林・林業研究発表会 局技術普及課 1 月中旬

国有林モニター会議 局企画調整課 2 月頃

祖谷のかずら橋架け替えの渡り初め 徳島森林管理署 3 月頃

馬路村役場職員との「モリの勉強会」 安芸森林管理署 3 月頃

年間行事予定 令和５年度に四国森林管理局管内で予定している行事の一覧です。
令和５年４月現在の予定です。

る
キ
ッ
ト
を
当
セ
ン
タ
ー
で
準
備
し
ま
し

た
。
ヒ
ノ
キ
の
匂
い
や
手
に
取
っ
て
優
し

い
手
触
り
を
感
じ
て
も
ら
っ
て
か
ら
作
り

方
や
注
意
点
を
説
明
し
、
小
箱
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

小
箱
の
枡
の
形
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
貼

り
付
け
た
接
着
剤
が
乾
く
の
を
待
つ
間

に
、
切
断
し
た
輪
切
り
の
森
の
か
け
ら
を

木
の
キ
ー
ホ
ル
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ー
な
ど
に
し
ま
し
た
。

　

小
箱
の
接
着
剤
が
乾
い
た
と
こ
ろ
で
、

ネ
コ
の
肉
球
部
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を
模
し
た
上
蓋
を
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固

定
す
る
か
そ
の
ま
ま
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せ
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使
う
か
を
選

ん
で
、
各
自
「
ハ
ッ
ピ
ー
小
箱
」
を
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成

さ
せ
ま
し
た
。

　

実
施
後
に
は
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
児

童
か
ら
感
想
文
を
送
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
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の
中
に
は
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子
ど
も
達
が
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っ
て

も
楽
し
か
っ
た
と
喜
ん
で
、
作
っ
た
作
品

を
お
家
の
人
に
見
せ
た
い
、
ひ
な
祭
り
に

飾
り
た
い
と
取
っ
て
帰
り
ま
し
た
」
と
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

森
林
環
境
教
育
を
通
し
て
木
を
使
っ
て

作
る
楽
し
み
や
作
品
が
今
後
も
各
家
庭
で

飾
ら
れ
る
こ
と
で
、
木
材
に
親
し
み
を
感

じ
、
自
然
と
木
材
っ
て
す
ご
く
良
い
ね
と

思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
森
林
環
境
教
育
の
出
前
講
座
を
通
し

て
、
森
林
へ
の
理
解
や
木
工
工
作
・
ク
ラ

フ
ト
作
り
を
通
じ
た
木
育
へ
の
取
組
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。



●平成 ４ 年 ４ 月 林野庁指導部研究普及課採用
●令和 元 年12月 東北森林管理局盛岡森林管理署長
●令和 ５ 年 ４ 月 現職　

宮沢　一正

森林整備部長

●平成24年 ４ 月 林野庁森林整備部計画課採用
●令和 ２ 年 ４ 月 林野庁森林整備部計画課
 国土強靭化推進官
●令和 ５ 年 ４ 月 現職

松尾　好高

企画調整課長

●平成 元 年 ４ 月 高知営林管理局高知営林署事業課採用
●令和 ３ 年 ４ 月 関東森林管理局計画保全部
 小笠原諸島森林生態系保全センター所長
●令和 ５ 年 ４ 月 現職

尾山　真一

徳島森林管理署長

●昭和58年 ４ 月 高知営林局野根営林署経営課採用
●令和 ４ 年 ４ 月 四国森林管理局総務企画部
 企画調整課監査官
●令和 ５ 年 ４ 月 現職

榛田　力男

嶺北森林管理署長

新任者略歴紹介
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